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要旨 : 
地球温暖化防止ならびに鉄鋼製品の品質改善を目的に，川崎製鉄では，蓄熱式バーナおよ

び蓄熱体の利用技術開発と実用化を展開した。蓄熱式ラジアントチューブバーナを開発し

実用化した。さらに，直火型蓄熱式バーナ加熱システムの実用化開発を進め大規模連続式

加熱炉へ業界で初めて適用するとともに，熱間圧延鋼板，厚鋼板，シームレスパイプ用の

各種連続式加熱炉へ導入した。また，高温窒素噴流を用いた無酸化加熱装置，転炉操業に

同期化した高効率取鍋加熱システム，回転型蓄熱器を利用した高効率加熱システムを開発

し，それぞれ製鋼タンディシュ，製鋼取鍋，冷間圧延連続焼鈍炉にて実用化した。これら

により 733 924 GJ/y の省エネルギー（
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